
ジ ク ロ ル 酢 酸 剤 に よ る 蚕 室 蚕 具 消 霧 技 術 の 改 帯

( 蚕 試 :  環境 部 )

1 ・ 背 景 と わ ら い

ホ ブレ マ リ ン に 代 わ る 新 し い 蚕 室 蚕 具 消 毒 剤 シ ル ゾ ー ル の 主 成 分 で あ る ジ ク ロ ル 酢

絵 ' ま、 気 化 速 度 が お そ い た め、 散 布 後、 病 原 と 有 効 成 分 と の 接 触 時 間 が 長 く、 ま た、

漸 次 有 効 成 分 温 度 が 高 く な る と 統 察 さ れ る。 そ こ で、 こ れ ま で の 散 布 濃 度 1 5 ～2 0 倍

よ り 低 い 濃 度 3 0 倍で の 消 毒 効 果 を 検 討 し た。 一 方、 カ レ ゾ ー ル は 施 設, 機 械、 蚕 具

類 の 金 属 に 著 し く 鈴 を 発 生 さ せ る の で、 展 着 剤 ハ イ テ ン A の 温 用 に よ 招〕防 銘 効 果 も

検 討 し た。

2 . 技 術 内 容

( 1 ) シル ゾ ー ル の 有 効 成 分 は 気 化 速 度 が お そ く、 消 球 後 乾 媒 に 至 る 組 秘 で 薬 効 が 増

強 す るの で、 使 用濃度 は これ まで の 1 5 2ヽ 0 倍か ら3 0 倍に政め る。 散 布 ユ は従 前の

とお り2 . 5 ″/ S . 3 ポとす る。

( 2 ) 展着 剤 ( 商 品 名 ハ イ テ ン A ) を シ , じゾ ー ル 3 0 倍液 に け. 1 , ご量 ( 1 , 0 0 0 倍希 釈 ) 添

加 す る と、 防 鈴 効 果 が 認 め ら れ、 ま た、 消 毒 効 果 は 低 下 せ ず、 蚕 に 対 す る 悪 影 韓

も 認 め ら れ な い。

3 . 指 導 上 の 留 意 事 項

( 1 ) ハ イ チ ン A に よ る 防 鋪 効 果 は 必 ず し も 十 分 と は 言 え な い の で、 消 書 の つ ど 毎 回

添 加 す る。

( 2 ) シル ゾ ー ル は 夏 に 対 す る 書 佐 が な く、 真 気 も ほ と ん ど な い が、 ホ ル マ リ ン に 比

べ 高 価 な こ と か ら、 蚕 期 が 重 な リ ホ ル マ リ ン に よ る 蚕 室 消 孝 の 不 徹 底 に な り や す

い 時 期 に 使 用 す る と よ い、
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表 1 ン ルゾール散布後の有効成分残存量

備考)蒸 縦を各テス トピースに噴霧 (2.5ぅ/3.3だ 相当孟)し 、故布直後の有効成分の残存量を

100と し、比率を示す。
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表2 ハ ィテンA添 加ンルゾールの細胞質多角体病ウイルスに対する消奎効果

薫剤 ・濃度
′▼テンA

添  加
運制

病原 濃度別死蚕数
IogLDsc

不活化対数

ta・bの平均;

ンルゾ千ル30倍液

有
0

1

0

0

0

0

>7 50

> 7 . 4 5
>2 70

無
0

1

0

0

>7.50

> 7 4 5
> 2 7 0

ホルマリン3%

有
1

0

0

0

>7 45

> 7 . 5 0
>2.70

無
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> 7 . 3 5

> 7 . 1 5
> 2 4 7
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8 0 0

5 15
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19

17
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8

0

0

5.00

4 55

注 :1)61年 初秋委期実施

2)供 貫軍 ・昭山X玲風、 1区 20顕、lo日間飼育
3)病 原濃度 :多角体数/だ

表3 ハ イアンA添 加ンルゾールのこうしかび痛密に対する殺雷効果

消彗剤 ・濃度 ハイテンA添 加 浸 渡 時 間 日 の 生 育

ンルプール30倍校

す る
3 0分

6 0

一
　

一

一
　

一

一
　

一

し な

卸
　
側

〓
　

↓

一
　

一

一
　

一

水 し  な   い + + ■

注) 日 の生育 一 :生育しない、十 :生育

表叫 ハ イテンAに よる防

消吉剤 ・濃度 防鏑剤 ・濃度
発 生 程 度

1 日 後 4 日  後 7 日  後

ジル / ― ル 3 0 倍液
ハイテンA  01% ‖ 十 ■

t t l l  t l l 十

十 ■ 十

朴 t l r  t l l

‖ 十 ■

t l l 朴十

ホルマ リン 3 %液
サ ピ ノ ン  0 2 %

+++ 十 十 十 + + +

水

ハイテンA  は 1 %

サ ピノ ン  0 . 2 %

十 十 +

‖ ■ ‖

十 +十

‖ t t ‖

+十 +

十 ‖ ‖

注)  発 生程度 一 :舞発生せず、

キく‖K41「のほに発生多い。
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